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要旨

九州地区では、 ． （以下「 」という。）による

型別データベースの運用、 ．腸管出血性大腸菌（以下「 」という。）

検出状況の解析、 による集団発生事例の集約及び ．精度管理

及び の 項目について取り組んだ。

九州地区における腸管出血性大腸菌 （以下 「 」という。）

の 型別の登録数は平成 年 月 日現在で 件（平成 年度

件、平成 年度 件、平成 年度 件、平成 年度 件、平成
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年度 件、平成 年度 件、平成 年度 件及び平成 年度

件）であり、毎年 件前後の登録で推移していたが、平成 年度は

の検出数が少なかったため減少した。九州地区で平成 年度に

収集された は 株であった。その内訳は、 が 株、

が 株、 が 株、 が 株、 が

株、 が 株、 が 株、その他の血清型が 株及び血清

型別不能が 株であった。九州地区は非 の占める比率 で

あり、本研究で に加えて非 の情報収集にも積極的に取

り組んでいる成果が現れているものと思われた。平成 年度の

及び 非 による集団発生事例は 事例であった。その内訳は、

によるものが 事例で、 によるものが 事例であった。

精度管理では昨年度に引き続き 及び について実施した。 の

精度管理において、泳動は概ね良好に行われており、対象菌株の関連性は参

加した 地研全てにおいて一致した。 の精度管理では、エクストラ

バンドがある菌株で誤判定がみられた。また、 及び の両方にお

いて、菌株を輸送中又は保存中に変異したと考えられる事案が発生した。

今後、精度管理に使用する菌株をより慎重に選定する必要があると考えら

れた。

研究目的

食中毒や感染症等の緊急事例発生時には、

科学的根拠に基づいた感染源及び感染経路

を解明し、原因究明や拡大防止等の行政対応

をすることが求められる。科学的根拠として

は、有症者、調理従事者及び推定原因食品等

から分離された病原細菌について、分子疫学

的手法を用いて関連性を鑑別することが最

も一般的である。平成 年度以降、国立感

染症研究所から 、 及び

に対しては、迅速性と分解能の両立

を目指した遺伝子型別解析方法として、

により情報還元が開

始された。九州地区では、 を実施してい

る地衛研はなく、 の分子疫学的解析はパ

ルスフィールド・ゲル電気泳動法（以下「 」

という。）を用いて実施されている。また、

九州地区では、従来からの 法と比較し

て操作が簡便で迅速性に優れ、デジタル結果

が得られるといった特徴がある 法を用

いてデータベースを構築し、菌株識別のため

のデジタル情報の共有、流行菌株の探知及び

監視等を目的に研究を実施している。本研究

では、遺伝子型別法の信頼性を確保するため、

及び の精度管理を実施した。また、

検出状況及び による集団発生事例

についても集約した。

研究方法

型別は、 の分布に由来する の増幅

バンド（ ～ ～ ）及び病

原性関連遺伝子（ 、 、 及び

）の合計 種の遺伝子の検出の有
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無を 及び の 進数で置き換えた後、 進

数に再変換した 桁の整数として数値化し

た。また、得られた 種類の遺伝子座のコ

ードから （

）を用いて （ ）

解析を行った。

検出状況及び による集団発生事

例については、メールを利用したエクセルデ

ータ等のやりとりにより実施した。

精度管理については、 用に を

株（ 用 から ）、 用に

を 株（ 用 から ； で明瞭なエク

ストラバンドをもつ株を含む）を参加地衛研

に配布した（表 ）。試験方法については、

及び 共に各地衛研が通常行っている方

法にて行った。

研究結果及び考察

型別データベースの運用

平成 年 月から平成 年 月 日ま

での 型別の登録状況等について解析した

ものを報告する。

九州地区における の 型別の登

録数は平成 年 月 日現在で 件（平

成 年度 件、平成 年度 件、平成

年度 件、平成 年度 件、平成

年度 件、平成 年度 件、平成 年

度 件及び平成 年度 件）であり、

毎年 件前後の登録で推移していたが、平

成 年度は例年と比較して少なかった（表 ）。

平成 ～ 年度に登録された 件の

の 型別数は 型に分類された。

最も多く登録されている の 型別

は「 」で 株（ ）が九州

地区の全ての地衛研から登録された（表 ）。

また、年間で 株以上登録された

の 型別数は 種類で、それに属する株

は合計 株（ ）であった。また、

解析の結果から、 型別の が分離

された地域による差は認められなかったが、

分離された時期による偏りは確認された（図

、 ）。

は操作が簡便で迅速性に優れた特徴

を有する一方で、 型別が同一で 型別

が異なる株等も報告されていることから、

の精度管理等で解析能力の向上に努め

る必要がある。 の実施は、人的及び予算

的問題、 法の実施等を考慮し、効率的な

運用という観点から、各地衛研において判断

され、実施されていると考えられた。

九州地区での 検出状況

九州地区の地衛研における の 群血

清型別の検出状況について解析した。

九州地区 地衛研にて平成 年 月から

平成 年 月 日 月までに 株の

菌株が収集され（表 ）、その内訳は

が 株（ ）、非 が 株（ ）

そのうち 群血清型別不能 が 株であ

った。非 は 種類の 群に型別さ

れ、その内訳は が 株（ ％）、

が 株（ ％）、 が

株（ ）、 が 株（ ％）

などの順であった。九州地区で収集される

の 群血清型の内訳に大きな変化は無く、

例年、 、 、 、

及び などで全体の 割を占めてい

る。九州地区は本研究で に加えて

非 の情報収集にも積極的に取り組

んでいる成果が現れているものと考えられ

る。
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による集団発生事例数

平成 年度の による集団発生事例は

事例であった（表 ）。その内訳は、

によるものが 事例で、 によるもの

は 事例であった。発生場所別に見ると、保

育所、家庭内、児童福祉施設及び老人施設で

あった。集団発生事例は、保育所など、従来

から多発している施設での事例が多い傾向

は変わらなかった。

．精度管理（ 、 ）

の精度管理には 地衛研が参加した。

平成 年度は 株を配布し、そのうちの

株に対する関連性を により明らかにす

るように問題を作成した（図 ）。 の写

真を見ると一部制限酵素による消化が不十

分と考えられる地衛研があったが、概ね電気

泳動像は明瞭で手技自体は良好に行われて

いると考えられた（図 から ）。参加

した 地衛研全てにおいて、関連性に対す

る回答は全て一致した（表 ）。

の精度管理には 地衛研が参加した。

用 は無作為に選択した菌株、 用

は、 の と の間、 の

と の間、 の の上部にエクス

トラバンドが現れる株を選択した。 用

は の の上部にエクストラバンド

が現れる株を選択した（図 ）。 の精度

管理の結果、一部の地衛研において、検体の

取り違え及び誤判定が認められた（表 から

）。 

及び 両方で一部の地衛研におい

て、菌株の輸送中又は各地衛研での保存中に

変異が生じたと考えられる事例が認められ

た（図 及び図 ）。各地衛研に配布した

菌株の保存状況と検査実施日に特に差は認

められなかった（表 ）。 

結論

九州地区における の 型別の登

録数は毎年 件前後の登録で推移していた

が、平成 年度は 件と少なかった。こ

の原因は の検出数が例年と比較して少

なかったためと考えられる。平成 ～ 年

度に登録された 株の の 型

別数は 型に分類され、 年間で 株以上

登録された の 型別は 型でそ

れに属する株は合計 株（ ）であっ

た。最も多く登録されている の

型別は「 」で 株（ ）が

地衛研から登録された。

九州地区 地衛研にて平成 年 月から

平成 年 月までに 株の 菌株が収

集され、その内訳は が 株

（ ）、非 が 株（ ）そ

のうち 群血清型別不能 が 株であっ

た。九州地区で収集される の 群血清

型の内訳に大きな変化は無く、 、

、 、 及び

などで、全体の 割を占めていた。

平成 年度の による集団発生事例は

事例であった。その内訳は、 に

よるものが 事例、 によるものが

事例であった。発生場所別に見ると、保育所

等、従来から多発している施設での事例が多

い傾向は変わらなかった。

精度管理では、昨年度に引き続き 及

び について行った。 の精度管理に

は 地衛研が参加し、全ての地衛研におい

て菌株の関連性は一致した。 の精度管理

には 地衛研が参加した。一部の地衛研で

検体の取り違えやエクストラバンドの誤判
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定が認められた。精度管理に使用した菌株に

おいて、輸送中又は各地衛研で保存中に変異

したと考えられる事例が認められた。
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た の薬剤耐性

状況について 第 回日本細菌学会

総会（ 年 月 福岡県）

知的財産権の出願・登録状況

なし
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PFGE用1 保菌者

PFGE用2 保菌者

PFGE用3 患者

PFGE用4 保菌者

ISPS用5 患者

ISPS用6 患者

ISPS用7 保菌者

MLVA型
（感染研）

表1　精度管理に用いた腸管出血性大腸菌

試料名 菌株名 分離年 由来 血清型 志賀毒素遺伝子

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計

合計

表2　九州地区地衛研におけるIS型別登録数

地衛研
IS型別登録数

表3　九州地区での登録数が多いIS型別（年度別、地衛研別）

登録数

登録年度 登録地衛研
10進数による

IS型別 合計
順位
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図 平成 年度以降の九州地区の による （地域別）

①

④

⑤

⑨

⑩

②

⑦

③

⑧

⑥

図 平成 年度以降の九州地区の による （年度別）

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

①

④

⑤

⑨

⑩

②

⑦

③

⑧

⑥
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合計

地衛研
O血清型別の分離菌株数

表4　平成29年度に九州地区地衛研で収集された腸管出血性大腸菌株数の集計

計

地衛研No. 事例No. 血清型 毒素型 発生場所

保育所

保育所

保育所

不明

保育園

児童福祉施設

保育園及び家庭

家庭内

介護老人施設

有料老人ホーム

家庭内

保育園

家庭内

表5　平成29年度に九州地区地衛研で確認されたEHEC集団発生事例数
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事例 
管内の施設で O26：H11 を原因とする集団感染事例が発生した。また、同一地域におい

て、当該施設と関連がないと考えられる患者からも O26：H11 が検出されている。これら

の事例において検出された O26：H11 の関連性を PFGE により明らかにして頂きたい。 
 

回答 
該当するものを○で囲んでください。PFGE 用 1 と比較して異なるバンドの本数を記載

してください。 
問 1 PFGE 用 1 と PFGE 用 2 は（一致・密接に関係・関係する可能性がある・不一致） 
その理由：PFGE 用 1 と PFGE 用 2 は PFGE に於いて 本のバンドが異なる。 

 
問 2 PFGE 用 1 と PFGE 用 3 は（一致・密接に関係・関係する可能性がある・不一致） 

その理由：PFGE 用 1 と PFGE 用 3 は PFGE に於いて 本のバンドが異なる。 
 
問 3 PFGE 用 1 と PFGE 用 4 は（一致・密接に関係・関係する可能性がある・不一致） 

その理由：PFGE 用 1 と PFGE 用 4 は PFGE に於いて 本のバンドが異なる。 

図 精度管理の問題

M  1      2      3      4       M

図 地衛研 の 電気泳動写真

1         2       3 4       M

図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真

図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真
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図 地衛研 の 電気泳動写真

M  1     2     3     4     M

関連性
異なる
バンド数

関連性
異なる
バンド数

関連性
異なる
バンド数

一致 0本 密接に関係 1本 不一致 11本
一致 0本 密接に関係 2本 不一致 15本
一致 0本 密接に関係 3本 不一致 20本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 11本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 14本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 15本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 11本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 13本
一致 0本 密接に関係 3本 不一致 11本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 10本
一致 0本 密接に関係 1本 不一致 16本

問1 問2 問3
表6　PFGE精度管理結果

地衛研
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1st set 泳動写真（A）

バンドが目視できる写真
2nd set 泳動写真（A）

バンドが目視できる写真

：エクストラバンドの位置

図 の精度管理に使用した株の電気泳動写真

地衛研

表7.1　菌株ISPS用5に対する各地衛研のISPS結果

地衛研

表7.2　菌株ISPS用6に対する各地衛研のISPS結果
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地衛研

表7.3　菌株ISPS用7に対する各地衛研のISPS結果

図 変異した可能性がある 写真

1         2        3 M   1      2      3M  1      2      3

地衛研1 地衛研2 地衛研9
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図 ファージが脱落したと考えられる事例の の 写真

2nd set 泳動写真（A）

バンドが目視できる写真

1st set 泳動写真（A）

バンドが目視できる写真

地衛研1

地衛研1

地衛研12地衛研11

地衛研12地衛研11

図 ファージが脱落したと考えられる事例の の 写真

そのまま保存 20℃ 12月7日 12月19日
10月25日 そのまま保存 20℃ 11月13日 10月31日
10月24日 そのまま保存 20℃ 11月6日 11月27日
10月24日 そのまま保存 20℃ 11月17日 11月13日
10月24日 そのまま保存 20℃ 11月27日 12月4日
10月24日 そのまま保存 室温 10月30日 10月25日
10月24日 そのまま保存 20℃ 12月4日 11月27日
10月24日 そのまま保存 室温 10月30 10月25日
10月24日 そのまま保存 20℃ 11月24日 11月13日
10月25日 そのまま保存 ４℃ 12月13日 11月21日

そのまま保存 20℃ 実施なし 12月18日

10月30日 そのまま保存
室温（10/30～12/13まで

23～26℃）
12月13日 11月29日

菌株調整日：10月16日
使用培地　：カジトン培地
菌株発送日：10月23日

表8　精度管理菌株の保存状況と精度管理検査実施日

地衛研 菌株到着日 保存状態 保存温度
検査開始日
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